設置説明書 

\E\ クッ丰ングヒーター 

<赤外線式換気連動対応> 


トッププレート幅 75 cm 

トッププレート幅 60 cm 

强 KZ-LT7 已 VC 

KZ-LT60VS 

KZ-LT75VS 

KZ-LT60MS 

KZ-LT7 已 MS 

KZ-LT 巨 0XS 

KZ-LT75XS 

KZ-L60XS 

KZ-L7 已 XS 

KZ-L60HS 

KZ-L75HS 

KZ-L60HK 


のまを 上の ごを意 

人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを 
説明しています。 


Panasonic 


； 設置をれる方へ 

I •本機は約3日 A を消費するため、平均的なご家 
I 庭の場合で、総電気容量を約 60 AiU 上にす 
I ることをお勧めします。 6C3A 未満の場合は、 

I 総電気容量を増やすか、本機の消費電力を 

; 4,8日日 W に切り換えることをお勧めします。 

I ♦ガス機器から付け替える場合 
i ガス事業者に連絡しないでガスエ作物（ガス 

I 配管、ガスメーター、ガス栓など）を無断で撤 
I 去することは法令により規制されています。 

; 事前にガス事業者へ連絡してください。また 

； 閉栓はガス事業者に依頼してください。 

;•排気接続のビルトイン電気オーブンレンジを 
: 設置する場合は、必ず電気オーブンレンジの 

i 設置についての説明書に従ってください。 

1•試運転を必ず行い、お客様へ正しい使い方を 
i ご説明ください。 

1•設置説明書に従わなかったために生じた故障- 

• 事故などについては責任を負いかねます。 

\ 


■誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。 


A 巧なと t 「死 t や重傷を負うおそれびある内容」 

/!\ S a です。 

A 「軽傷を負うことや、財産の損害び発生 

するおそれびある内容」です。 

■お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。 

^sj してはいけない内容です。 

実行しなければならない内容です。 




•設置は、 r 設置説明書」に従って 
確実に行う 

(設置に不備びあると、漏電 • 火災の原因) 


• 電気配線工事は、電気設備技術基準等、 
関連する法令 • 規制等に従って必ず 
「法的有資格者」び行う 

(接続 • 固定び不完全な場合、漏電 • 火災の 
原因） 


• 20日 V ， 30 AliLb の専用回路と 
漏電遮断器を設置ずる 

(この工事をしないと、配線部び異常発熱 
する原因） 

• アースエ事は、電気設備技術基準等、 
関連する法令 • 規制等に従って必ず 
「法的有資格者」による D 種接地工事 
を行う 

•アースを確実に取り付ける 

(漏電すると、感電の原因） 



0 参絶対に分解 • 修理 • 改造は行わない 

(火災•感電•けびの原因） 

-トッププレートや操作部ユニットの分解、 

電源コードの直付けなど。 

• トッププレートに強い衝撃を加えない 

•上に乗ったり、工具•鍋などを落とさない I 
-コーナー部を強い力で押さえない 
(万一ひびび入ったり割れると、感電や過熱•異常 
動作の原因） 

•試運転中は、トッププレートやグリルなど 
高温部に触れない (やけどの原因） 

_ J 


A 江局 



ワークトップは、耐熱材料を使う 


メラミン化粧板 (JIS K 6903) 
またはこれと同等上の物 


(耐熱性の低い材料は、火災 • 変形の原因） 
※ニス 弓 I さのわのは変色するため使わない。 






























■平面図 

749/599( トッププレート幅 7 已 /6 日 cm ) 


設置場所/かお寸法 


壁か5の距離 


火災予防条例、電気設備に関する技術基準を定める省令第己 9 条に従って設置して < ださい。 

■可 I 燃性の壁 (防火構造壁外) の場台 

•く >内は不燃性の壁または防熱板を取り付けた場合 
可燃性の天井等 

可燃性の壁 


■左記の距離を離せない場台 

防熱板を取り付ける - 


左も lOcmm 上峰） 

く本体から日 cm 似上> 


100 cmliLb 

く 80 cml ； Lb > 


グ IJ ルを引さ出す 
ため、 60 cml ； j 上 
開放して < ださい。 



防熱板 


30 cmliLb 


可燃性の壁 


《トッププレート幅 7 日 cm の場合は 

左ち 13 cmLU 上 〔消防法 


後方 

•IH ヒーターの場合 
11 cmliLt 
うジェントヒーターの場合 
1日 cmliLt 

く本体から日 cmiiLb > 


•背面に取り付ける 
場合は、 

後ろ IH ヒーター 
(またはラジェント 
ヒーター ) を 中 / こ、に 
左ちの位置を 

そろえて < ださい。 1上」 

♦本体の側面に取り付ける場合ち、上記と同じ距離を 
設けてください。 



- 1 cmliLb 


可 

燃 

性 

の 

壁 


基準適合組込形] 


r ぉ願ぃ J 

•製品の金属部びキッチンの金属部に接触する場合はキッチンの金属部び、建造物の壁中の金属(メタルラスなど)に 
接触しないよラにしてください。（電気設備技術基準第167菜で危害なさよう設置することび定められています） 


外形寸法図 


■側面図 


(600 な上） 


キャビネット^ 
前面の イ 

開□寸法 / 

機器前面 


《]: A 寸剤ま、ワークトップ 
前面とキャビネット前面 
(機器前面)との差です。 

※と目寸法(後方スぺース） 

8 日 mmLiLb あれば、パナ 
ソニック電工製の露出コ 
ンセン KWK 363 0 ] 巨） 
び使えます。 

♦コード長さ：約日. 7 m 



■ 304 I 

\ l 26.5/51.5( トッププレート幅 7 已 /6 日 cm ) 

747/597( トッププレート幅 7 日/ 6 日 cm ) 

前側 

争ラジェントヒーターの場合は、下記寸法です。 

※り52 


I 正面図 


I 背面図 


圓取0付け穴(ワークトップ切り込み寸法) 


( A +45± V ") フラット部241；1上必要 

イ- * 厂 




^ ‘ ， ^ 

口 

1 1 



594 (最前方での幅） 


(600) キャビネット開口幅 



機器前面 


< 

※横寸法は己 6 日こ心まで対応可能。 


+甲 

CD 

ブ 

4 - R 4 - 20 / 

己 6 日马※ 




1〇]^ソ上 


上でも可 






(等〜 {H) 
_ ご 


t 


一^ 


\\\\\\\\\\^ 


TK 皇 



^:斗ふこ - 

户 3 穿 


T 含 § 

gf; の 17+V 
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電気工事をずる 


専用回路の設置 


■ブレーカー付き単相 200V • 30A の専用回路 


漏電遮断器の設置 


•推奨漏電遮断器りけソニック電工製） 


•王相 200 V (動力電源)は使わない(故障の原因） 

品 番 

目 JS 3022 N(H 目モジユ-ル） 
または 

巳 SHE 23022 ロンパ外タイス 

■屋内配線用電線 

単線直径上または、より線 5 .己 mnn 2 lU 上 

定格電流 

30 A 

※ご使用のコンセントに適用電線の指示びある場合は 

感度電流 

15 mA 


適さないちのびあります。 


コンセントの設置 


D 種接地工事を必ず行って<ださい。（コンセントの一極接地用に配線してください。） 

■コンセントの種類•位置 

♦推奨 コンセント(ノ （ナソニック電工製） 


IH クッ夺ング ヒーター 

200V コンセント 


電気オーブンレンジ 


]oov コンセント 


200V コンセント 


定格 


単ネ目2己 0V’30A (接地 2P) 


単ネ目] 2己 V-] 己 A (接地 2P) 


単ネ目2己 0V‘20A (接地 2P) 


D D 


(埋込型） WN1932 



または 

n 



(露出型） WKS294 



品番 


(埋込型） WF3630B 
または 

(露出型） WK3630] 巨 



(埋込型） WN 1031 


•コンセントの取り付け位置 


キッチン 
局さ 

IH クッ丰ング 
ヒーター 
コンセント 

の寸法 

電気オーブンレンジ 
コンセント 

◎寸法 

8 己 0 mm 

700+ 1己 mm 

商品によって異なります。 

詳細は電気オーブンレンジの設置に 
ついての説明書をご覧ください。 

800 mm 

650+ 1己 mm 


IH クッキング ヒーター 
コンセント位置 



(単位: mm) 


※据置用枠を使5場合は、据置用枠に添付の説明書をご覧 <ださい。 


電気オーブンレンジ 
コンセント位置 


■仕切り板より下にコンセントを設置ずる場台 

(仕切り板のあるキャビネット） 

ホールソーなどを使い、ク目日 mm じ(上 01 日 0 mm じ(下の穴を開ける。' 

※穴を店ぶぐときは、シーリングプレート(あっせん品)を貼り付けてください。 
参シーリングプレート 品番： KZ -042 (外径約] 40 mm 、 内径約 30 mm ) 


r お買い求め先」にお問い合わせください C 


※詳細はシー IJ ングプレートに添付の説明書をご覧ください。 


C お願しり 、、 

•電源コードびよじれたり、負担びかからないように IH クッキングヒーターコンセントの向さに注意してください。 
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互本化を設置する 


(同徊部品をご確認くださし、) 




電源プラグを差し込み、本体をはめ込む 



電源プラグを差し込み、 

ワークトップに本体をはめ込む 

♦本体の前面を挿入して、全体を 
はめ込む。 


本体の前面_ 

※膨らみに乗り上げないよう、フラット部にセットしてください。 
•グ U ルの止めテープや当て綱ま、本体をはめ込んでから外す。 

(先に外すと、スライドレールび前に出てきます） 

•前面をワークトップに当てない。(スイッチの破損•傷び付く原励 
♦本体底面とキャビネットの間に、電源コードを挟まない。 

(本体び浮き、すき間びばらつく原因） 

♦フレーム下面とワークトップのすき間び、ほぼ均一かどうかを 
確認する。 

※均一でない場合は、トッププレート固定ねじを締め直してくだ 
さい。 




排気接続の電気オーブンレンジを設置する場を 


IH クッキングヒーターに、電気オーブンレンジ付属の 
「排気筒」を接続する作業び必要です。 



① 排気□カバーを外す。 

(使用しません） 

⑨背面の接続□カバーを 
外す。 

③ IH クッキング ヒーターの 
排気□か5 r 排気斷を 
挿入して、電気オーブン 
レンジの排気□に接続 
する。 


《 IH クッキングヒーターと電気オーブンレンジの前面 
の位置をそろえてください。 


※詳細は電気オーブンレンジの設置についての説明 
書をご覧ください。 


■トッププレート固定ねじの締め直し方 



①本体を取り出し、トッププレート固定ねじを緩める。 


② トッププレート手前の中央を強く押しなびら、中央のねじを 
締め直す。（続けて左ちわ締め直す） 

③ 再度ワークトップに本体をはめ込み、すさ間びほぼ均一で 
あることを5崔認する。 

■取り付け穴横寸法が曰日 0 mm のとき 

1スぺーヴー(左ち2か所)をラジ 
オペンチ等で外す。 



同姻部品 


焼さ網•受け皿 
各]個 

扉： 1個 


サイドカバー: 各]個 

(左） （も） 

1 a 

操作部カバー: 1個 

り 

スイッチカバー: 1個 

吸気□カバー： 1個 

(高さ lOmm ) 

※本体とワークトップの 
すさ間び大さいとさは 
高さ 24 mm のタイプ 
をあっせんしています。 
( P .7) 

排気パネル： 2枚 

※この製品は、専用の天ぷら鍋を使わなくても揚げ物ができま 1 

广ので、天ぷら鍋は同相 

目しておりません。 
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⑥グリルの扉を取り付ける 



スライド レール 

•グ U ル扉取り付けツメを、3か所同時に 
「カチッ」と音びするまで差し込む。 
(中央のツメはスライドレールの外側に 
あ0ます） 



受け皿 ホルダー 
焼さ網 
受け皿 



0 

閉める 


受け皿•焼き網を 
受け皿ホルダーにのせる 



⑥吸気ロカバー•スイッチカバー•操作部カバー•扉•排気パネルの取り付け 


①吸気□カバー 
③ スイッチカバー 

③ 操作部 カバー 

の順に取り付ける 

④ グリルに扉を 

再セットし、閉める 

⑥ 排気ノ くネルを取り 
付ける 


■吸気□カバーの 
取り付け方 



•吸気□カバーの凸部 
にか所)を奥まで差し 
込む 


■スイッチカバーの 
取り付け方 



♦スイッチと穴を合わせ 
て、確実に押し込む 


■操作部カノて一の取り付け方 
•ち側^中央^左側の順に取り付ける。 


①ち側を取り付ける 



ツメの穴に凸部を 
はめる (2 か所） 



④ 中央が浮いていない 
か確認する 
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③サイドカノ V ’一を取り付け、本体の位置を調整ずる j 




ヴイドカバー(左ち)を取り付ける 

•サイドカバー(左)のリブを溝に合わせ、外側に回すように 
差し込む。にか所のツメび本体側面の穴にはまる） 
※無理こまっすぐ押し込むと、ツメび割れる原因 
•キャビネットの側圃こ乗り上げて 
し佩いことを確認する。 



本体操作部の 
止め テープを 外し 



I サイドカ J 
を外ずとさ 



>内側こ回すような感じ 
で引っ張る。 



t 突起にサイドカ 
パー胤の溝 
を合わせ、全体 
をまっすぐ押し 
込む。 


本体の位置を調整する 

①キャビネットと本体左ちのすき間を均一にする 
⑨夺ャビネットの扉面に本体前面を合わせる 

※位置を調整するとさは、フレームの周囲から防水シールび 
はみ出さないように注意する。 

はみ出した場合は、本体を少し持ち上げて、薄いヘラ状の 
わので軽 < 押し込む。 

③調整後は、いったん扉を外す ( P .5) 

(前固定金具を締め、吸気□カノ（一を付けるため） 



■取り外し方 



①グリル扉を外す 
③操作部を開さ 
③©ドライノ（一でねじるように 
左側のツメを外す (2 か所） 


あっせん品(前ノな、ル • 吸気□カバー)について 


■丰ャビネット前面の開□寸法が、標準に2曰 mm ) より大きい場台 


前パネルを取り付ける。 


開□寸法 

前パネル(シルバ-)品番 

前パネル(ブラック)品番 

24己 mm 

AD - KZ 043 S -2 己 

AD - KZ 043-2 己 

270 mm 

AD - KZ 043 S - 己0 

AD - KZ 043 -己〇 

300 mm 

AD - KZ 043 S -80 

AD - KZ 043-80 


■本体とワークトップのずき間が大きい場台 

高さ 24 mm の吸気□カバーを取り付ける。 

•品番： AD - KZ 04 己 C 



※取り付けちは、前パネルに添 
付の説明書をご覧 <ださい。 


お問い合わせ先：パナソニック電エホームエンジニアリング株式会社 

システム部材開発センター (06) 6942-6202 (201 1年日月現在) 
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④固定ずる 


〇 


防水カバー、 


防水カバーを外し 
後固定金具を固定する 

•後固定金具び持ち上びり、 

ワークトップに固定される。後固定金具 

参防水カバーを 
取り付ける。 



<D へ続く (P.5) 


■ワークトップの後方に 
背板がある場台 

背板位置びワークトップの取り付け穴 
から4日 mm (下の場合は、後固定金 
具び通るように切り欠さを設ける。 


正面図 


ねじを確実に 
締め付ける 




切 C 

\ 

) 欠さ部^ 

ヮ /y 




r 




h 

451 lb 

on-/ 



背板 


3 


側面図 

取り付け穴 (460) ワークトップ 



前固定金具を固定する 

①ねじを緩めて、前固定金具を緩める 

⑨前固定金具をねじの上に載せる 
ようにセットし、ねじを締め付けて 
ワークトップの裏面に固定する 

♦ドライノ く一の先や根元などで製品 
を傷付けないよラにする。 

※先の長い(約7 0 m m iiiji ) 

ドライノ く一をお使いください。 

•固定後は、次のことを確認する。 

-フレームを押して動かないこと 
-トッププレートの左右で傾き•すき間びないこと 
※傾いている場合は、トッププレート固定 
ねじを閉め直してください。 （ P .4) 


■赤外線コードの切り換え 

出荷時はコード「2」に設定しています。 

•設置完了後の作動確認〇で、レンジフードび作動しない場合 
は、コードを切り換えて再度確認してください。 

電源スイッチを入れ 

つのボタンを約3秒間同時に押す 

( S を表示） 

③ SH でコードを切り換える 

ド（しり 




後固定金具 


\背板 
45 mm 下の場合 

I ワークトップの厚みが薄い場台 

当て木を添える。 15〜っ日 



当て木 
ワークトップ 


※固定された図 



(後ろ IH または 
ラジェントヒータ- 
操作部） 


( 广' 

^表示されたコードで信号を送信する。 

レンジフードび作動したコードで 
③ S つのボタンを同時に押す 

(切り換え完了） J 


■消費 電力の切り換え (4 ぶ 00 W /5 ぶ 00 W ) 
出荷時は己， 800 W に設定しています。 

参必ず契約容量ブレーカー(契約容量ブレーカーびない 
場合は主幹ブレーカー)をご確認いただき、総電気容量 
び 60 A 未満の場合は、消費電力を4,800 W に切り換え 
ることをお勧めします。 

rn ^3つのボタンを同時に巧しながら 

電源スイッチを少し長めに巧し 

(表示部び点打） 

電源スイッチから指を離す 

(弓•弓または％弓を表示） 

し俗） 


(グリル操作部）③ 1ィ fH で切り換えるけ•弓 

③電源スイッチを切る (切り換え完了） 






+ 

切/入 
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設置完了後、確認する 


□確認項目 


□作 動 


□ 包装材料の 
、取り外し ィ 

r 

•部品止めテープ(グリル • 本体操作部 • 排気パネル） • グリルの当て紙 

V J 

^ □同個部品など 
、 の取り付け ィ 

•排気パネル • 防水カバー • サイドカバー • スイッチカバー • 操作部カバー • 吸気□カバー ' 

、 グリル(受け皿•焼き網•扉） j 

^ N 

□外 観 

♦本体び前後左右に傾いていないこと •トッププレートの左ちに傾さ•すさ間びないこと ' 

•フレームび浮いていないこと•フレームの周囲に防水シールびはみ出ていないこと 

•トッププレートび巧れていないこと •操作部カノ く一 •スイッチカノ（一び浮いていないこと j 


f > 電源スイッチを入れる 


0各ヒーターの作動を確認する 

•左 IH ヒーター： 


•ち IH 卜夕-:一 !^ 


>後ろ IH ヒーター(またはラジエントヒーター):ぶ B 


切/入 


Q レンジフードとの r 連動/非連動」を確認する 

•連動：•备ヒーターの操作ボタンを「入」にする。 

•すべてのヒーターの操作ボタンを「切」にする。 


•非連動：下記のち法で啡連動」に設定し、 
いずれかの ヒーターを 入れる。 


グリル操作部の 

を約3秒間同時に押し 




を表示させる 


□電気工事 

V J 

/ \ 

•電源電圧び単相2日日 V であることを確認する ' 

※単相]日日 V では、電源スイッチを入れたときに | H 20| を 
表 TJX しま9~。 

V J 

► 

戸 \ 

単相2日日 V に接続してち 
表示び消えない場合は 
故障です。 

V J 

•アースび接続されていること ' 

、•漏電遮断器び設置されていること , 

广 、 

心/" 、 


通電ランプ点巧。 


表示の点滅を確認する。 
•左•ち IH ヒーター 

旦且囚白 ^ 

弱 中 強 

•後ろ IH ヒーター 

^国 B 日目0目^ 

^ 弱 中強^ 

•ラジェント ヒーターは 
しばらくすると熱くなる。 


、 

0グリルは 

グリル 

切/入 

ノ 

を押し、作動を確認する 

J 

く赤外線式換気連動が応のレンジフードの場含> 

/ N 


しばらくすると庫内び 
熱くなる。 


•レンジフードび作動する。 
•レンジフードび停止する。 
(レンジフードによっては数分 
間残置運転して停止する） 

•レンジフードび作動しない 
ことを確認する。 

>確認後は、同じ操作で 
を消し、「連動」に戻 
して < ださい。 




《 r 連動」になっているのに、レンジフードが作動しない場合 

赤外線コードを切り換えて確認してください。 ( P .7) 

^それでも連動しなぃ場合は、お買い求め先または修理ご相談窓 □ (取扱説明書ご参照)にご相談ください。 


■電気試験後は •必ず、各ヒーターと電源スイッチを「切」にしてください。 

•取扱説明書哉置説明書 ‘ IH クッキングガイド•保証菌よ、必ずお客様にお渡しください。 
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